
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奥玉地名発祥 1300年！ 記念事業の計画も・・     
  
櫻森神社境内の「櫻森伊勢祠碑」（安永５年（1776 年）建立）によれ

ば、神亀３年（726）3 月、鶴ヶ峰（現大東町摺沢字羽折沢）において美

玉（勾玉）を得て、国司大野東人に献上した所以により、奥玉大明神を祀

りこの地を興玉と呼んだとされており、今年 1300 年を迎えることとな

ります。興玉はのちに奥玉と転訛、あるいは興と奥の漢字が似ているので

誤記されたものと思われます。 

1300 年の節目となるこの一年、関係者で記念事業の実施も計画されて

おり、郷土奥玉の歴史ロマンに思いを馳せてみては如何でしょうか。 
        
火災による義援金（緊急援護見舞金） 
協力世帯 533 戸分をお届け  5/7   

   
  去る３月 10 日（火）に発生した奥玉字金取沢の菅原
英記さん方の火災に対し、奥玉振興協議会と奥玉地区福
祉活動推進協議会で地区民の皆様に募った義援金（緊急
援護見舞金）が下記の通り集約となり、5 月 7 日に被災
者のもとに届けられました。 
地区民各位のご理解とご協力に対し感謝と御礼を申

し上げます。 ❖義援金総額 266,500 円（533 戸分）      

    
令和８年度 奥玉振興協議会の会費 
納入のお願い １戸当たり年額 1,000 円 
 
本年度総会で決定のとおり、令和８年度奥玉振

興協議会の会費（年額 1,000 円）を各行政区長、

班長を経由して徴収しますので納入方よろしく

お願いします。 

 ❖会費の額（年額） 1 戸当たり 1,000 円 

 ❖納入期限     令和８年 6 月末日  

  ６/12 期限 
   

 昭和 48 年から継続開催し、今年で 54 回目を迎える奥玉ふるさとまつりのテーマ

を今年も大募集中ですので奮ってご応募ください。（６月１２日期限、詳細は別途配付

済のチラシをご覧ください） 

今年のふるさとまつりも奥玉型 SDGｓ（持続可能な開発目標）を意識した取り組み

を進めながら、振興協議会設立 40 周年を記念し、打上げ花火や盆踊り、特別ゲスト

出演、お楽しみ抽選会などで恒例の夏の行事を盛り上げたいと計画しています。 

 【参考】令和 7 年度のテーマ  昭和 100 年～おくたまの夏～ 
   

令和８年６月中旬～ ７月初旬の主な行事予定 
日 曜日 時間 行 事 内 容 場 所 等 

19  金 8:20 せんまや里山塾「ガーデニング実践コース②」（移動研修） 花巻市バラ園ほか 

20 土 9:00 室根参詣古道・飛ヶ森森林公園周辺環境整備作業 飛ヶ森森林公園～古道 

20 土 9:30 学びの土曜塾②「フットサル教室①基本編」 千厩維新館 

24 水 13:30 奥玉地区福祉活動推進協議会総会 奥玉市民センター 

26 金 9:30 第 52 回千厩地域シルバースポーツ大会 千厩体育館 

28 日 8:45 第 4 回千厩町民グラウンド・ゴルフ体験交流大会 駒場交流公園ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ･ｺﾞﾙﾌ場 

28 日 9:00 第 19 回一関市千厩地域シャッフルボード大会 千厩体育館 

1 水 9:30 あらたま水曜塾～おとな版～②「陶芸教室」 奥玉市民センター 

7 火 9:30 せんまや里山塾「食べて健康コース②」 奥玉市民センター 
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 豊作を願い 円形の地蔵田（じぞうでん）の田植え 5/16   

 地蔵田伝承会（伊藤薫代表）の呼びかけによる地蔵田の田植えが
５月 16 日に、地域住民など約 20 人が参加して行われました。 
 お地蔵様と田の神様へ五
穀豊穣の祈願とお参りの後
に、参加者が一斉に田植え
を行い、作業は約 1 時間で
無事終了。準備されたおに
ぎりやお茶で「タバコどき」
を過ごしながら、実りの秋
に思いを馳せていました。 
当日は、IBC 岩手放送の

テレビ取材もありました。 
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「笑顔  全力  心を一つに」 5/23 
   
 「笑顔 全力 心を一つに」をスローガンとした千厩小学校と

一関清明支援学校千厩分教室小学部の大運動会が5月23日に行

われました。当日は前日までの雨でぬかるんだグラウンドの整備

のため、先生方は朝 4 時に集合し、校庭の排水、整地、砂の入れ

替えなどの作業に当たり、約 1 時間遅れでの開会となりました。 

 開会式では子供たちが元気に選手宣誓。徒競走では高学年が中

心となり放送進行、スタート、ゴール係などを務めながら元気に

グラウンド内を走り回っていました。 

 また、「みんなに笑顔を！」「Five」「Pecori Night」など中・

高・低学年の集団演技ではフィールド全体を使って表現し、ハツ

ラツとした表情が印象的でした。 

 佐々木裕美子校長は「千厩小とハピきら全 319 名の子供たちの活動を、保護者の皆さんにぜひ見て欲

しいとの思いで早朝から準備した。」と無事の開催に安堵の表情。 

 児童会長の加藤まゆとさんは「どの競技、係活動もしっかりできていたと思います。みんなの心・笑顔

が輝いています。みんなで最高の学校を作っていきましょう」と元気に挨拶しました。 
   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5/16 
 千厩中学校と一関清明支援学校千厩分教室中学部の

体育祭が、5 月 16 日に開かれました。 

 晴天に恵まれたこの日は、『闘志共翔』のスローガン

のもと、赤・青・黄の各組団応援合戦に始まり、100ｍ・

150ｍ徒競走やチャンスレース、団体種目の「ぼくらで

つなぐ背中渡りの旅」「ムカデリレー」「学級対抗全員・

みなトモリレー」など 12 種目が繰り広げられ、駒場の

丘には若さ溢れる元気な歓声が響き渡っていました。 

 

 

 

 

 

 

 
    

“笑顔と自然”あふれる奥玉 ～守り・創り・

－４－ －１－ 

奥玉振興協議会だより
Okutama News

櫻森伊勢祠碑（櫻森神社境内） 

１年生による開会のことば 



 

 

 

 

 

   

令和８年度奥玉振興協議会総会  地域づくり計画の見直し案も承認  ５/20 
 

 奥玉振興協議会の令和 8 年度総会が 5 月 20 日に奥玉市民センターで開かれました。総会には、地区内

の各自治会長、団体長、公職者など構成員 47 名のほか来賓、事務局員を含め 51 名が出席。菅野政彦会

長の挨拶、来賓祝辞の後、議長に金安信氏（町下農家組合長）を選出し

議事が進行され、慎重審議の結果、令和 8 年度事業計画案など提出さ

れた全議案が原案どおり可決されました。 

 今年度は、令和８年度を初年度とする今後 10 年間を見据えた「奥

玉地区地域づくり計画」の見直し案についても提案され、「“笑顔と自

然”あふれる奥玉～守り・創り・育てる～」をスローガンとし、「資源

を生かした地域づくり」など４本柱を基本方針とする新たな地域づく

り計画についても承認されました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 来賓として出席した一関市長代理の千葉昌子千厩支所次長

からは、「奥玉地区地域づくり計画」に基づき、地域特性を生

かした奥玉地区の自立した活動展開に対し、敬意を表する旨の

挨拶とともに、「ひとりひとりが輝く 挑戦し続けるまち い

ちのせき」を将来像に掲げ、「ひと・まち・しごとづくり」を基

本方針とした「人口減少への対処」など、市の諸施策にも触れ

ながらお祝いの挨拶がありました。 
        

奥玉振興協議会運営委員会①・生涯学習推進員会議① （合同）  ５/８ 
 
今年度第１回目となる奥玉振興協議会の運営委員会と奥玉地区生涯学習推進員との合同会議が５月８日

に奥玉市民センターで開かれました。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

主要議題は、令和 8 年度総会の提出案件

が中心となりましたが、昨年度新たに見直し

を行った「奥玉地区地域づくり計画」の素案

についても意見交換が行われました。 

また、生涯学習推進員への委嘱状交付、市

の社会教育行政の方針説明や「自主学級等へ

の助成」「研修バスの利用」「各種講座等の企

画・運営」など生涯学習推進に関する協議も

行われました。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

      ❖ 新たに委嘱された生涯学習推進員  （任期は 2 年、敬称略） 

自 治 会 名 氏  名 摘 要 自 治 会 名 氏  名 摘 要 

大平自治会 千 葉 美 保 再任 天ヶ森自治会 小野寺 公 子 再任 

宝築自治会 藤 野 弘 子 新任 町下自治会 千 葉 玲 子 再任 

中日向自治会 及 川 輝 美 再任 寺崎前自治会 菊 地 健太郎 新任 

三沢自治会 小 山 美由紀 再任 花貫自治会 菅 原 恵美子 再任 
    

地域振興部会 菜の花畑周辺環境整備 ～ 菜の花を見る会  ５/４ 
  
平成 29 年度から当協議会の地域振興部会で取り組んでいる遊休

農地を活用した「菜の花畑」景観形成事業。今年は例年よりやや花数

が不足でしたが、周辺で無邪気に遊ぶ子供たちの姿も見られました。 
    
担当する地域振興部会（小野寺雅彦部

会長）では、町下自治会との共催による

イベント～「菜の花を見る会」の開催に

合わせ、５月４日に部会員 18 名の協力

で菜の花畑周辺・畦畔など約 50 アール

の草刈り・環境整備作業を行いました。 

当日のイベントには約 100 名が集ま

り、賑やかな「見る会」となりました。           

ＮＰＯ法人響生（ひびき）通常総会 今年度末で事業を終了し法人解散へ 5/23 
   
奥玉地区で、平成 21 年より放課後等デイサービス事業など障がいの

ある子どもたちの支援活動を行ってきた NPO 法人響生（ひびき）の杉山

浩理事長は、「当法人の設立目的は一定の成果を持って概ね達成され

た。」とし、令和８年度末を持って事業を終了することが 5 月 23 日に

開かれた令和８年度通常総会で明らかとなりました。 

 ふるさとまつりや民芸大会など奥玉地区の各種事業

や行事などでも連携してきた関係にあり、地域として

非常に残念ですが、すでに市当局とは建物（旧奥玉保育

園舎）の扱いや法人の解散・清算に向け協議中とのこと

であり、今後の推移を見守りたいと思います。 
  

奥玉市民ｾﾝﾀｰ・天ヶ森自治会合同研修会 「南三陸復興支援視察」 ５/21 
  
奥玉市民センターと天ヶ森自治会の合同研修会が 5 月 21 日に

「南三陸復興支援視察」として気仙沼市方面で開催されました。 

 この日は、天ヶ森自治会や白藤サロンのメンバーなど 16 名が

参加。気仙沼市の東日本大震災遺構・伝承館、はまなす海洋館、大

谷道の駅、震災復興祈念公園などを視察し、車内では市民センター

職員による大震災の資料学習も行われました。 

 津波伝承館では、参加者がそれぞれ自らの体験や記憶を思い起

しながら、感慨深げに施設内を見学していました。 

   
     

地縁団体奥玉愛林公益会 第 15回通常総会 クマ対策への要望も ５/１５ 
     
地縁団体奥玉愛林公益会（熊谷光彦会長）の通常総会が 5 月 15 日に

奥玉市民センターで会員総数 1,439 人中、本人出席 26 人（委任状

1,319 人）で開かれました。 

 熊谷会長の挨拶、来賓を代表して一関市長代理の菅原由幸千厩支所長

から祝辞が述べられた後、議長に畠山栄一さん（宝築）を選出し議事が

進められ、提出された事業計画及び収支予算案など３議案は、いずれも

原案のとおり認定・可決されました。 

 熊谷会長は、昨年の大船渡市、今年の大槌町で発生した大規模林野火

災に触れ、林野での火気取扱いに細心の注意を呼び掛けていました。 

また、参加者からは、クマ対策として「いわての森林づくり県民税」を活用した緩衝帯整備など、市への

働きかけや具体的取り組みについての要望なども出されていました。 
    

飛ヶ森キャンプ場情報 来訪者を インタビュー 
    
今回は兵庫県神戸市から来訪の西和田誠さん（70）を直撃。毎年５月と

８月には東北を訪れ、キャンプツーリングを満喫しているという西和田さ
ん。今回は、５月 30～31 日に藤沢町で開催される V ラリー（ハーレーダ
ビットソンをはじめとする数多くのバイク愛好家が一堂に会するミーティ
ングイベント）に参加のため、事前に飛ヶ森キャンプ場を訪れたとのこと。
「コンビニまで少し遠いけど、大自然とトイレの清潔感が最高」と感想をい
ただきました。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

    
また、昨年取材した三重県松坂市から来訪の石

井理文さんと北村一子さんは、今年も 4 月末から
５月初めまでの 8 日間滞在。愛犬の 2 匹のトイプ
ードル「チェリー」と「ナナ」ちゃんと共に、飛ヶ
森で知り合った多くのキャンプ仲間たちとすっか
り意気投合し、ゆったりとした時間を堪能してい
ました。石井さんは、「ここを目的地に、休暇を取
ってまた来年も来ます！」と話していました。 

  
－２－ －３－ 

研修参加者（東日本大震災遺構・伝承館） 

協議会総会～議案に対する採決 

NPO 法人響生の総会（マリアージュ） 

奥玉愛林公益会の総会 

菜の花を見る会～「シャボン玉パフォーマ
ンス」に歓声を上げる子どもたち 

部会員による「菜の花畑」周辺
の草刈り作業 

総会で挨拶する菅野政彦会長 

生涯学習推進員への委嘱状交付 

西和田さんと愛車のハーレー 

石井さんと 2 匹の愛犬 

生涯学習推進
員は、各自治
会より推薦さ
れた皆さんで
す。 

運営委員と推進員との合同会議 

顔馴染やキャンプ仲間との交流 


